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第５回 議会運営委員会記録 

 

１ 日  時  令和７年５月２６日(月)  午前１０時００分 開会 

２ 場  所  議会委員会室 

３ 出席委員  ７名 

委 員 長  霜 鳥 榮 之   委 員  堀 田 孝 次 

副 委 員 長  渡 部 道 宏   〃  天 野 京 子 

委 員  渡 邉 能 成   〃  横 尾 祐 子 

〃  葭 原 利 昌      

４ 欠席委員  １名 

委 員  阿 部 幸 夫      

５ 欠  員  ０名 

６ 職務出席者 ２名 

議 長  小 嶋 正 彰  副 議 長  宮 﨑 淳 一 

７ 説 明 員  ２名（出席要求） 

議会・制度運営検討会長  宮 澤 一 照  ICT 推進検討会長  宮 﨑 淳 一 

８ 事務局員  ２名   

事 務 局 長  横 田 晃 悦  庶 務 係 長  霜 鳥 一 貴 

９ 件  名 

○事件 

１）令和７年第３回妙高市議会定例会の運営について 

２）全員協議会報告事項について 

３）その他議会運営について 

４）その他 

                                                     

○委員長（霜鳥榮之） 皆さんおはようございます。ただいまから議会運営委員会を開会いたします。それでは、タブレ

ットのサイドブックスをタップ願います。委員会フォルダーの中の議会運営委員会フォルダー、その中の 070526 議

運レジメをお開きください。本日はこれに基づいて進行いたしますので、よろしくお願いをいたします。議長。 

○議長（小嶋正彰） おはようございます。本日の議会運営委員会ですが、その前に一言、委員長初め委員の皆様方に御

礼を申し上げたいと思います。先日４月に早稲田大学マニフェスト研究会、地域経営のための議会改革度調査が公表

されました。今回、1788 議会のうち、昨年 324 番目だったんですが、今回は 96 番目、県内でも２番目ということに

ランクアップされました。このランキングについてですね、一喜一憂するわけではないんですけれども、議会を外部

から見たときに、どのようにこの当市議会が評価されているか、１つの大きな指標ではないかなというふうに思って

います。今回のやつについては、まだその評価内容については公表されておりませんけれども、やはり評価基準が、

単に議会改革というよりも、地域経営のためのという点が入ってるっていうのが、大きな違いだろうというふうに思

っております。こういうことにつきましてはですね、当市議会の取り組み、議会改革の取り組みがですね、時代を先
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取りした形になって、やっていただいたおかげではないのかなというふうに思っております。以前から議会改革につ

きましては、議会運営委員会が中心なって進めということでありますし、議会基本条例では、議会改革、不断の努力

が必要だというふうに規定されております。今後ともですね、委員の皆様方からご努力いただきますように、これか

らにご努力に感謝申し上げますとともにこれからも、よろしくお願いをいたしたいというふうに思っております。あ

りがとうございました。さて、６月定例会ですけれども、定例会の前の議会側全協では報告事項が多くあります。議

会・制度改革運営並びにＩＣＴ推進両委員会からの報告、そして広報広聴委員会からの議会報告会、そういった関連

の報告がございます。議案につきましては、即日即決がですね、補正予算の関係、市民が期待を寄せるまちなか＋（ぷ

らす）、この関係の補正予算の他、委員会付託の補正予算ではこども教育課、福祉介護課、環境生活課、農林課、観

光商工課、複数の課に関係しているところでございます。的確な議会運営に向けまして、皆様方の慎重審議をよろし

くお願いいたします。以上です。 

                                                     

２）全員協議会報告事項について 

○委員長（霜鳥榮之） それでは、レジメをご覧ください。いつもでしたら、１）令和 7 年第 3 回妙高市議会定例会の運

営についてに進むところですが、２）全員協議会報告事項、議会側の各検討会からの報告ということで、議会・制度

運営検討委員会の宮澤検討会リーダーから出席をいただいておりますので、先に、各検討会の報告から進めたいと思

います。時間の関係でもってそのように進めさせていただきます。それでは、議会・検討運営制度運営検討委員会の

宮澤検討会リーダーから中間報告をお願いいたします。宮澤検討会リーダー。 

○議会・検討運営制度運営検討会リーダー（宮澤一照） おはようございます。それでは議会・制度運営検討会の中間報

告をさせていただきます。お手元の資料 12 ページになります。その中に議会・制度運営検討会検討項目の検討結果

について中間報告という資料をご覧くださいってこと書いてありますねこれ。見られておりますかね。ここで時間を

設けるって書いてある。どうですか。いいですか皆さん、大丈夫。これまでの検討会を３回開催してきており、検討

項目及びその優先順位について検討しております。検討項目として１制度関係、２議会運営と大きく２つに分けた検

討項目とし、１制度関係については、12 ページにあります、１政務活動費の支払いの項目で、①政務活動費の支払

い方法、支払い回数について、②見直しの時期について、13 ページにあります２政務活動費に関わる制度全体の精

査見直しの項目で、①対象項目、対象経費等の見直しについて。②支出に関する考え方判断基準についてとしていま

す。14 ページに移りまして、２議会運営については１総括質疑一般質問のブラッシュアップの項目では、①令和７

年３月定例会で試行した総括質疑について、②総括質疑と一般質問の違いについて、③一般質問のブラッシュアップ

のための研修について、15 ページに移りまして、２通年議会の検討の項目では、①通年議会の導入の必要性につい

て、②通年議会の導入までの課題プロセスについて、16 ページに移りまして、３議会運営に関する議会市民モニタ

ーの設置についての項目では、①議会市民モニターの設置目的、役割について、②議会市民モニターの制度概要につ

いて、③議会市民の市民モニターの設置時期についてとしています。１制度関係の政務活動費の支払いについてから

記載の通りの順に検討を行い、政務活動費の支払い方法、支払い回数については８月末までに方針案を出したいと考

えております。なお、各項目における議員からの意見については、資料にかえさせていただきます。また、第３回の

検討会は、５月 23 日の開催であったため、今回の中間報告には反映されておりません。以上、議会・制度運営検討

会の中間報告とさせていただきます。何かご質問ございますか。 

○委員長（霜鳥榮之） ただいまの報告について皆さんからのご意見等、何かございましたら発言をお願いいたします。

特段よろしいでしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（霜鳥榮之） 特段ないということでありますが、今報告の中身について今後、進めていただきたいというふう
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に思います。大変ご苦労様でございました。 

○議会・検討運営制度運営検討会リーダー（宮澤一照） お忙しい中、ありがとうございました。すいません。失礼しま

す。 

○委員長（霜鳥榮之） これで宮澤検討会リーダーから退席をしていただいて結構でございます。ご苦労様でした。 

○議会・検討運営制度運営検討会リーダー（宮澤一照） ありがとうございました。 

○委員長（霜鳥榮之） それでは次に、ＩＣＴ推進検討会の宮崎検討会リーダーから中間報告をお願いいたします。宮﨑

検討会リーダー。 

○ＩＣＴ推進検討会リーダー（宮﨑淳一） 委員の皆様お疲れ様です。ＩＣＴ検討会の中間報告をさせていただきます。

ＩＣＴ検討会、検討項目と検討結果について、中間報告という資料をご覧ください。本日のページ数 17 ページから

になります。その中で大項目、大きな項目としては、タブレット端末に関する検証と、妙高市手話言語条例の仕組み

等に対する議会の対応等の２点であります。なお、各項目における、議会からの意見については、資料に代えさせい

ただきます。それでは、まず１点目のタブレット端末に関する検証については、タブレットを導入してから２年が経

過し、令和３年度に策定した、ＩＣＴ推進プロジェクト会議報告書に基づき、これまでの利用状況等の検証を行う他、

タブレット通信費の取り扱いや操作研修会の開催の必要性、オンライン会議の導入についてなど、計８点の項目を検

討しておるところでございます。今後の方針としては、全議員へ利用状況等のアンケート調査を実施させていただ

き、その結果を踏まえた中で検討を進めていきたいと考えております。現在、アンケート内容について精査をしてい

るところでございます。次に２つ目の手話言語条例の施行に対する議会の対応については、本会議場での字幕つきモ

ニターの設置や、手話通訳士の配置について、計３点の項目を検討しており、今後の方針としては、手話通訳士の設

置については、市の登録者も少なく、現段階では現実的に困難と判断をしております。字幕つきモニターの設置に向

けて検討を進めていくこととしております。以上、ＩＣＴ推進検討会の中間報告とさせていただきます。委員の皆様、

よろしくお願いいたします。 

○委員長（霜鳥榮之） ただいまの報告に対して、何かご意見等ございませんか。特段よろしいでしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（霜鳥榮之） 特段ないようでございます。今の報告の中身に従って順次また進めていただきたいと思います。 

                                                     

１）令和７年第３回妙高市議会定例会の運営について 

それでは次に、戻りまして（1）の令和 7 年第 3 回妙高市議会定例会の運営についてを議題といたします。①会期につい

て及び②会期日割りに 

ついて一括して、事務局から説明を願います。事務局長。 

○事務局長（横田晃悦） ではお手元の資料に基づきまして、①会期について、及び②会期費用についてご説明いたしま

す。①会期につきましては、50 日前に皆様にタブレットに掲載させていただいております通り、告示が６月１日の

日曜日、招集が６月９日の月曜日となります。付議予定案件につきましては、専決処分の報告、承認、事件議決、条

例関係、初日即決を含む令和７年度補正予算、人事案件の合計 10 件となります。ここで５ページと６ページ参照の

付議予定案件について、簡単にご説明させていただきますので、５ページと６ページをご覧ください。まず、報告第

５号と第６号の専決処分の承認２件につきましては、３月議会の執行部側全協で報告、質疑を行った、国の税制改正

に伴う市税条例等々、国民健康保険税条例の一部改正となります。議案第 23 号につきましては、執行部から初日即

決で依頼があります、補正予算１件で、生涯学習課の所管となります。内容につきましては、新図書館等複合施設の

事業用地を拡張するための用地測量及び物件補償調査に係る費用の補正となります。事務局からは、専決する明確な

理由、具体的な内容、いわゆる通常の概要資料のほかですね、拡張を要する理由だとか、用地の概要、位置図や状況
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の写真、事業費やスケジュール等について別添資料を添付するよう執行部に依頼しております。議案第 24 号から第

26 号まで 3 件は事件議決となります。議案第 24 号は、こども教育課の所管となる、現在学校で使用している学習用

タブレット、2137 台の更新について、議案第 25 号と議案第 26 号につきましては、建設課の所管となります。こち

らの方につきましては、社会資本整備総合交付金、これ補助率３分の２でありますが、こちらを活用して、毎年この

時期に取得している、ロータリ除雪車１台と小型除雪車１台であります。いずれも予定価格が 2000 万円を超えるこ

とから、地方自治法第 96 条第１項第８号及び議会議決に付すべき契約の、及び財産の取得または処分に関する条例

第３条の議定に基づく、議会議決を求めるものであります。なお３件とも仮契約済みとなっております。続きまして

６ページの議案第 27 号と議案第 28 号、こちらの２件は条例関係となります。議案第 27 号の総務課関係でございま

すが、育児介護休業法の改正に伴い、10 月１日施行予定の３歳から小学校就学前までの子を養育する職員の柔軟な

働き方を実現するための制度拡充と、職員への個別周知、意向確認を制度化するための条例の一部改正となります。

議案第 28 号は、市民税務課の所管となります。令和７年度税制改正に伴い、個人市民税に特定親族特別控除が創設

されたこと、加熱式たばこに係る課税方法が見直されたことを踏まえ、来年１月１日以降適用となるものについての

条例の一部改正となります。議案第 29 号は、会派代表の総括質疑の後、常任委員会に付託される令和７年度新潟県

妙高市一般会計補正予算第２号となります。①はこども教育課の所管で、県の交付金を活用した放課後児童クラブの

Ｗｉ－Ｆｉ機能の充実や、新たな夏休み体験学習の実施に係るもの。②は福祉介護課の所管で、生活保護制度の見直

しに伴う生活保護基幹システムの改修に係るもの、③は環境生活課の所管で、いもり池外周遊歩道舗装修繕工事に係

るもので、物価高騰に伴う工事単価の上昇等による、より増加する見込みの工事費に対応するもの、④は農林課の所

管で、えちご上越市農業協同組合が実施する枝豆集出荷貯蔵施設、上越藤巻の整備について、妙高市の受益面積、受

益者割合に応じて負担するもの、⑤から⑦までは観光商工課の所管で、⑤につきましては、老朽化している、池の平

イベント広場東屋の改修に要する工事設計業務、⑥は、青山学院大学と連携、ユニホームへの本市指定のロゴマーク

の表示を通じた、合宿の里妙高の認知度向上と、交流人口の拡大に資する、⑦は、道の駅あらいのリニューアルに向

けた、専門性の高い業務に外部人材を招聘すること、最後の⑧につきましては、こども教育課の所管で旧妙高高原南

小学校の有効活用に向けて、不動産鑑定等を行うこと、以上８件に係る予算の補正を行うものとするとなります。最

後に人事関係１件となります。諮問第１号人権擁護委員候補者推薦に対する意見については、市民税務課所管となり

ます。任期満了後の後任委員について、議会の意見を得るための諮問となります。以上が今定例会、現時点での付議

予定案件です。１ページに戻っていただきたいと思います。引き続き、①会期についてご説明いたします。先ほどの

付議予定案件 10 件とご説明いたしますが、これらを審議のため、本会議４日、委員会２日と、その間の休会を含め

て、合計 19 日が必要と考えます。ついては、会期を６月９日月曜日から、６月 27 日金曜日までの 19 日間としたい

ものです。次にこの会期 19 日間を前提とした②会期日割についてでございますが、７ページの日割り表案をご覧く

ださい。６月９日は 10 時開会、それに先立ち、９時から全員協議会を開催します。通常でしたら９時 30 分からです

が、各委員会からの報告案件が多くて、９時からということでお願いいたします。本会議初日は市長から提案説明が

あり、それに対する総括質疑、委員会付託となります。即決案件につきましては、最初に審議となります。６月 13

日と 16 日は 10 時から委員会です。各委員会順は、13 日は産業厚生委員会、19 日は総務文教委員会を予定しており

ます。常任委員会の付託案件審査順序案は 10 ページとなります。所管課別に、審査順を割り振りしてありますので

この後、再度ご検討願います。６月 20 日、23 日は 10 時より一般質問、23 日につきましては通告人数によって休会

となります。６月 21 日は 10時から本会議となります。各委員長報告、質疑の後、討論、採決となります。欄外に記

載の通り総括質疑の締め切りは６月３日火曜日正午、一般質問の締め切りは６月 11 日水曜日の正午となります。以

上レジメ１ページの①と②についての説明となります。 

○委員長（霜鳥榮之） ただいま、るる説明がございました。６月１日告示、６月９日招集、付議予定案件は 10 件、こ
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の審議のために合計 19 日間を要するということで、会期は６月９日から６月 27 日までの 19 日間としたいものであ

ります。19 日間の会期を前提とした日割りについては７ページ、そして、委員会での審査順を含めた日程について

は 10 ページの付託案件等査順序案の通り説明がありました。①の会期についてと、②会期日割りの、日割り案につ

いて、委員会の審査順を含めた、日程について、何かございますか。委員長さんそれぞれいかがでしょうか。よろし

いですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（霜鳥榮之） お諮りします。会期についてと、会期日割案について、並びに委員会の審査順を含めた日程につ

いて、ただいまの説明の通りとすることにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（霜鳥榮之） ご異議なしと認め、会期と会期日割り、委員会の審査順を含めた日程については、このように決

定されました。なお、委員会審査についてですが、いつも通り、最終日の委員長報告に向けて、どの部分の報告を行

うのか、正副委員長におきましては、委員会開催中に確認して、委員会終了後に事務局に報告できるように調整をお

願いいたします。次に総括質疑の通告締め切りが６月３日正午、一般質問の通告主締め切りが６月 11 日正午でご異

議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（霜鳥榮之） ご異議なしと認め、通告締め切りについてはこのように決定します。なお総括質疑及び一般質問

の、日程割り振りについては原則として通告順ということでありますので、議会運営委員会は開催せず、委員長にご

一任いただきたいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（霜鳥榮之） ご異議なしと認め、総括質疑、一般質問の日程割振りについてはこのように取り扱います。次に

③議事日程案について事務局から説明をお願いいたします。事務局長。 

○事務局長（横田晃悦） １ページの中段から下ですね、議事日程案について、レジメ８ページと９ページを、ご説明さ

せていただきたいと思いますので、ご覧いただきたいと思います。議事日程第１号につきましては、６月９日 10 時

からとなっておりますが、その前、９時 50 分から議場におきまして、全国市議会議長会からの永年勤続議員の表彰

の伝達を行います。対象は 25年以上ということで霜鳥議員、20 年以上ということで宮澤議員の 2 名となっておりま

す。その後、会議の日程第１に先立ちまして、市長から招集の挨拶があります。日程第１から第３につきましては記

載の通りであります。日程第４は、専決処分の承認報告です。２件ありますが、ともに先の３月定例会の執行部側全

協で報告、質疑を行いました、案件等の条例の一部改正であります。専決処分の承認、報告につきましては、慣例に

より、委員会付託なしの議場での即決でお願いいたします。なお、発言通告制や会議規則に基づく所管制限や、質疑

回数制限は設けません。日程第５につきましては、令和７年度新潟県妙高市一般会計補正予算となります。こちらに

つきましては、初日即決の依頼があります。後程、審議方法について選択、決定していただきたいと思いますが、審

議方法につきましては、後程ご覧いただければと思うんですが、レジメ２ページの中段となります。審議方法案１と

いたしましては、議会運営マニュアル、これ両方２つあるんですが両方ともマニュアルに基づいております。１とし

ましては、市長提案説明、理由説明後、本会議の会派代表での通告の総括質疑、その部分だけですね、総括質疑を行

いまして、常任委員会へ付託、本会議を休憩して、常任委員会で審査、本会議を再開して、委員長報告、質疑、討論、

採決という流れとなります。案２の方につきましては、市長提案理由説明後、本会議場でそのままですね、発言通告

制や、会議規則に基づく所管制限、質疑回数制限なしで、全員で審議する方法となります。続きまして日程第６につ

きましては、議案第 24 号から議案第 29 号までの６件となります。こちらの方は事件議決、条例関係及び、一般会計

補正予算が一括で市長から提案理由の説明が行うため、通告制の会派代表での総括質問、質疑の後、それぞれ所管委
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員会に付託されます。各委員会付託についてでございますが、２ページ下段に記載の通りとなります。続きまして９

ページの方ですね、議事日程第２号、こっちの方と、議事日程第３号につきましては、いずれも一般質問ということ

になります。２日目の方につきましては、通告人数で休会となります。質問の割り振りにつきましては、先ほど委員

長から皆さんからご承認いただいた通り委員長に一任されております。次の議事日程第４につきましては、本会議場

最終日６月 27日 10 時開議となります。まず、諸般の報告後、付託案件の委員長報告、報告に対する質疑、討論、採

決となります。その次に人事案件、こちらにつきまして先ほど説明した通り質問、諮問第１号ということと、議決が

あります、採決があります。最後に閉会中の継続審査、調査の議決を行って閉会ということになります。説明は以上

となります。 

○委員長（霜鳥榮之） ただいま、③の議事日程案について説明がありましたが、まず日程第４の専決処分の承認につい

て、事務局提案の通り関連による委員会付託を省略して発言通告制や、会議規則に基づく所管制限、質疑回数制限を

設けず、審議することとしたいと思いますが、何かご意見等ございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（霜鳥榮之） よろしいですか。お諮りします。日程第４の専決処分の承認について、事務局提案の通り審議す

ることにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（霜鳥榮之） ご異議なしと認め、それでは日程第４の専決処分の承認については事務局提案の通り、審議する

ことに決定しました。続きまして、日程第５議案第 23 号の審議方法について、レジメ２ページを踏まえ、何かござ

いますか。天野委員。 

○委員（天野京子） こちらは付託されるとしたら総務文教委員会なので、ちょっと皆さんにもお諮りをしたいと思うん

ですが、非常に今般注目をされている案件であります。また、先ほどの事務局長の説明の中に、今後面積とか、場所

とか、なぜ今になったのかという説明が、あるというふうには聞いておりますが、今の段階で、どのくらいの面積で、

どの場所でというのがちょっとわからないので、これを委員会でもむべき重要なことなのか、それとも、皆さんでそ

れを審議したほうがいいのかというのがちょっと推し量れないものですから、私は自分の意見としてはどちらでも

いいと思ってるんですが、ちょっと他の方の意見もぜひ参考にさせてもらって決めたいと思います。 

○委員長（霜鳥榮之） 他の委員の皆さん、今の意見に対しての意見どうですか、考え方。葭原委員。 

○委員（葭原利昌） 確認なんですけども、議会事務局側として今持っている、持ち合わせている、いわゆる資料ってい

いますかね、拡張に要する資料とは全くございませんか。 

○委員長（霜鳥榮之） 事務局長。 

○事務局長（横田晃悦） 議会事務局の方では、執行部からはこの今載せさせていただいた記載内容しかないです。 

○委員長（霜鳥榮之） 葭原委員。 

○委員（葭原利昌） この議案第２３号の初日即決をさせてくれっていう、行政側の内容なんですけど、事業用地を拡張

するための用地測量及び物件補償調査にかかる費用を補正したいものって、それだけで、それだけで、我々が初日に、

どういうようなその対応をするかどうか、判断これできないですよね。要するに中身が全くわからないのに、それで、

その委員会付託したらいいのか、それでもじゃあ全員で議場でのね、即決すべきなのかっていうの判断に私はちょっ

とこれ無理があると思いますんで、そうは言っても、もうここまで来てますから、決めざるを得ないんですけども、

例えば、だって、この議案第 24 号動産、これも細かく書いてありますよね、タブレット端末 2137 台だとか、いろい

ろ書いてありますよ。やっぱりそこは、当然議員に対して情報提供です。できるところはしなかったら、我々何も判

断できないですよ、ということを、次回、議会事務局の方から行政にこれは徹底して、申していただくようお願いし

ます。 
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○委員長（霜鳥榮之） 他に。横尾委員。 

○委員（横尾祐子） 葭原委員の言う通りで、同じ意見です。 

○委員長（霜鳥榮之） 事務局長。 

○事務局長（横田晃悦） すいません。確かに、あの今、先ほど葭原委員さん言われる通りです。で、通常ですと、今ま

で補正予算の概要、ほぼ概要しかついてないんですね。それでは、初日即決さね、依頼いただいても、いわゆる議論

ができないと、いうことで、最低先ほどご説明した通り、それも細かい資料をつけてくれと、その場でそれを見て、

私の方で、議員の皆さん、議案６月１日になれば議案配付されますので、９日までが初日ですので、その間でいろい

ろ見てくると、いうことになると、もう私、事務局言って、良いのか悪いのかわからないんですけど、結局、委員会

で、なかなかそれを判断っていうのは今、なかなか厳しいんじゃないかと。ただ全議員さんが見れば、そういう質疑

する内容も分かるし、それとあと同時に、総務文教委員会さんだけではなくて、他の委員さんも、当然興味をお持ち

になっているんじゃないかというふうに思っておりますので、そこら辺の私、今の発言を、ちょっと参考にご判断願

いたいというふうに思っております。以上です。 

○委員長（霜鳥榮之） いいですか。渡部委員。 

○副委員長（渡部道宏） 事務局の方で当局からまだ資料がこないというのも何となくあれなんですか、ただこれ、初日

即決にする理由ですよね、なんで常任委員会で普通に審議できないのか、なぜ初日即決にしなきゃいけないかな、そ

の理由だけちょっと、確認してあったら教えていただきたいんですが。 

○委員長（霜鳥榮之） 事務局長。 

○事務局長（横田晃悦） そちらの方、今渡部委員さんからもありましたが、執行部に明確な理由を示してもらわないと

いけないという話はしてあります。ただその方につきましても、基本的に、その議案が出て、それに対しての審議と

いうふうになりますので、そのときに明確に示させていただきたいというふうなことをいただいております。 

○委員長（霜鳥榮之） 渡部委員。 

○副委員長（渡部道宏） ただこれあれですよね、議運の中で初日即決を求めるのであれば、内容はうんぬんとしても、

初日即決を求める理由というのがなければ、我々は応じかねると思うんですが、そこらあたりはいかがなもんでしょ

うかね。 

○委員長（霜鳥榮之） 他にどうですか。中身がわかんないで、ていうのは、皆さんの思い、そのままだと思います。と

りあえずっていう形でもって、議案を出すときに、その理由と、それからその中身について、もっと明細がわかるよ

うな、資料をとりあえず添付すると、いうことでもって、当日きちんとそれについて説明をいただきながら、議論し

ていくと。で、今局長が言われたみたいに、委員会審議じゃなくて、全体でもって、みんなの意見をそこに反映でき

るような対応が必要じゃないのかな、というふうに思っております。このような位置付けでもって、当局に要請する、

議運として要請するという位置付けでいかがでしょうか。葭原委員。 

○委員（葭原利昌） あわせて、議会軽視になるものだと、今回のその対応は、当局の対応は、議会軽視ですよというの 

は、必ず私は入れていただきたいと思います。 

○委員長（霜鳥榮之） それは、当局に申し入れするんですけどね。ちゃんとそれを入れていくと。で、他にいかが 

ですか。暫時休憩します。 

                                   休  憩  １０時３６分 

                                   再  開  １０時３７分 

○委員長（霜鳥榮之） 休憩を解いて会議を続けます。 

今議長から説明ありましたけども、皆さんの意見が反映できるような形でもって、まとめて、当局に要請すると。

もし、それでもって納得いかん部分については、当日の議論の中で、大いに発言をしていただきたいというふうに思
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いますけども、それでよろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（霜鳥榮之） それでは、そのように進めさせていただきます。他にいかがでしょうか。天野委員。 

○委員（天野京子） 委員長としてというよりは、確かに、皆さんの意見を反映させたいということであれば、逆に委員

会付託っていう時間をかけても、深まるわけでもないという、そのような判断だったんだろうと思いますし、用地買

収とかってなると、時間も限られているということであるならば、その理由を、本当は今日ここで言ってもらえれば、

皆さんわからない人達じゃないので、それは急がなきゃいけないねとなると思いますので、私としては、審議方法②

でいいとは思っています。今のような思いをぜひ伝えていただければと思っております。 

○委員長（霜鳥榮之） わかりました。それではお諮りします。日程第 5 議案第 23 号の審議方法については、所管委員

会付託をしないで、初日即決で審議をする。それについては、告示の時点で、明細がわかるような資料を、ちゃんと

添付する、このような、今までのような対応は、議会軽視に当たるので、そういうのは、今後もきちんと戒めていた

だきたいと、いうことを添えて要請すると、いうことで進めさせていただきたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（霜鳥榮之） それでは、日程第５は所管委員会に付託しないで、初日即決で審議することに決定いたしました。

続きまして、③の議事日程案で、先ほど、審議決定した事項を除く部分で何かございますでしょうか。特段よろしい

でしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（霜鳥榮之） それではお諮りします。③の議事日程案で先ほど審議決定した事項を除く部分については、事務

局説明の通りで、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（霜鳥榮之） ご異議なしと認め、③の議員提案については、このように決定されました。次に④追加予定議案

の有無、⑤請願、陳情受付け状況及び⑥要請の受付け状況等について一括説明を願います。事務局長。 

○事務局長（横田晃悦） ④の追加予定議案、⑤請願、陳情受付け状況、要請の受付け状況につきましては、いずれも本

日時点でございません。以上です。 

○委員長（霜鳥榮之） 追加予定議案、請願、陳情、要請については説明の通りでございます。なお、今後の本会議３日

前までに請願等が提出されるものがあった場合は、議運開催の時間がありませんので、その付託先などの取り扱い 

を初日の全協において、議長から報告するということにさせていただいいただきたいと思いますが、これについて 

ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

                                                     

２）全員協議会報告事項について 

○委員長（霜鳥榮之） それでは次に２）の全員協議会報告事項の①議会側の報告を求めます。先ほど各検討会からの報

告についてを行いましたので、次に広報広聴委員会の報告をいただきたいと思います。広報広聴委員会の宮崎委員長

から、議会運営マニュアル、議会報告会及び意見交換会等の改正案について、議会報告会意見交換会の開催計画案に

ついて、皆さんの声をお寄せくださいで出された意見等への対応についての３件を一括して説明を願います。宮﨑委

員長。 

○広報広聴委員長（宮﨑淳一） 広報広聴委員会の方からですね、委員の皆さん方にご報告の方、報告させていただきた

いと思います。まず、議会運営マニュアル、議会報告会、意見交換会の見直し、見直し案の概要について説明をさせ

ていただきます。見直し案概要と合わせて、本日の議会運営委員会の資料 26、27 ページの議会運営マニュアル新旧
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対照表も併せてご覧ください。マニュアル改定の目的です。議会報告会と意見交換会の同時開催を基本としている現

在のマニュアルを、複雑化する市民ニーズをタイムリーに吸い上げることができるよう、意見交換会のみの開催も視

野に入れた規定をすること、規定をすることです。現在、議会報告会と意見交換会の運営実態がマニュアルと合致し

ていないため、現在の実態に即したマニュアルを規定し、かつ、議会報告会と市民との意見交換会の場を、それぞれ

に充実を図ることを目的としています。それではまず、議会報告会から説明をします。名称は、妙高市議会報告会と

し、目的は、妙高市議会基本条例に基づき、①開かれた議会運営、②市民への説明責任を果たす、③市民参画機会の

充実であります。開催概要は、年１回以上、新井地域、妙高地域、妙高高原地域のいずれかで開催。開催時期と地域

は、議長と広報広聴委員会で協議し、決定し、議運そして全協で提案、承認という流れになります。報告事項等は、

開催時期、地域等を勘案し、各常任委員会と連携、調整し、準備となります。これまでと異なる点については、現在、

議会報告は議長からとしていますが、新たな取り組みとして、議長からの議会報告と、各常任委員会から委員会報告

をしていただくこととしています。また、担当議員については、開催地域、経験年数等を考慮し、各常任委員会と広

報広聴委員会で調整を行いたいと考えております。議会報告会には、議長または広報広聴委員長が出席し、報告会の

構成メンバーとして、各常任委員長、副委員長、委員の他、議員全員が対象となります。答弁は、議長で行い、個別

案件等は、各常任委員長または副委員長、常任委員が対応し、原則、その場で答弁し、議員個人の見解は求め、求め

られた場合を除き控えることとします。この点は、以前と変更はございません。所管委員会、調査、分析を要する案

件がある場合は、所管委員会の検討結果を広報広聴委員会に報告いただき、広報広聴委員会から議長に報告し、必要

に応じて、全員議員に共有をします。記録は要点のみとして、広報広聴委員会で確認後、全議員と共有することとし、

抜粋したものを市民に公表いたします。以上が議会報告会となります。続いて、意見交換会になります。名称は、妙

高市議会意見交換会とします。その目的は、妙高市議会基本条例に基づき、①市民との意見交換の場、②市民との情

報共有の推進、③市民、市民参画機会の充実であります。開催概要は、広報広聴委員会が必要と認める場合、適時必

要な場所、地域で、対象等に参加を求め、開催。意見交換会の詳細は広報広聴委員会で協議し、議運、全協に提案、

報告という、承認というふうな流れになります。議員及び常任委員会の関わりは、広報広聴委員会及び各常任委員会

の協力を得て、担当議員を構成し、議長並びに広報広聴委員長が出席をします。当日の運営全般は、広報広聴委員会

が担って参ります。こちらについて、こちらは自由な意見交換を重視し、議員は個人の見解を述べることを可能とし

ております。意見交換の際に、確認が必要となった事項などは、広報広聴委員会で対応を検討し、議長に報告。なお、

処理方法については、議長に調整をお願いすることとしております。記録については、要点のみとし、広報広聴委員

会で確認後、全員と共有することとし、抜粋したものを市民に公表をいたします。以上が、意見交換会ということに

なります。なお、今回のマニュアル改定により、議会報告会と意見交換会、意見交換会は同時または個別開催が可能

となりますが、その判断については、議長及び広報広聴委員長が協議し、決定することとしています。以上で議会運

営マニュアル、議会報告会、意見交換会の見直し案の説明を終わります。委員の皆様、よろしくお願いいたします。 

○委員等（霜鳥榮之） ご苦労さまでした。ただいまの報告について、委員の皆さん、何かご意見等ございませんか。広

報広聴のメンバー、そうでない人もっていう形でいるわけだけども。いかがでしょうか。いいですかね。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（霜鳥榮之） 特段よろしいですか。副委員長どうですか。渡部道宏委員。 

○副委員長（渡部道宏） これは、今回、議会報告会と意見交換会、分けられて、大変わかりやすくなって良いと思いま

す。ただ、広報広聴委員会になられている委員の皆様は、その業務量は、ものすごく繁多になってくるし、また、広

報広聴委員会という場面だけでは、予算も持ってないわけですよね。であれば、これだけの仕事があって、議会をよ

り市民に広めるということであれば、ある種、常任委員会的な位置付けを持ち、予算を割いてあげて、１つの活動と

して評価されるようなものにしていくべきではないかと、私は思うんですが、いかがでしょうか。 
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○委員長（霜鳥榮之） 広報広聴委員長、そういうご意見いかがでしょうか。 

○広報広聴委員長（宮﨑淳一） 大変貴重なご意見ありがとうございます。広報広聴委員会このような、今回皆さんにご

提案させていただいておりますが、大変業務量をですかね、多いというのが実情になってくるかと思います。ですが、

常任委員会化というご意見もありました。ただ、これにはおそらく実績というのが、おそらく必要になってくるんで

あろうと思います。その実績をまず、市民の方に評価をしていただき、そして、常任委員会化、或いは、特別委員会

化というのを検討する、という流れの方が、より市民にわかりやすい、やすくなるというところで、私の方は考えて

おりますが、皆様、よろしいでしょうか。 

○委員等（霜鳥榮之） 他にどうですか。私の方から一言、１つ意見言わしていただきますけども、そもそも議会報告会、

意見交換会そのものは、我々の立場で見てったときには、開かれた議会、要は市民にいかにアピールすることができ

るか、こういう形の中で、市民の意見を吸い上げてくるっていう、こういう形であります。従って、中身の充実は、

今言われたような、中身の充実は当然必要なことでありますけれども、外へ出るっていう、いわゆる市民と接するっ

ていう、ここについての位置付け、これをもっと積極的にやったほうがいいんじゃないのかな。で、かつての話にな

りますけども、全体的なバランスを見たときには、妙高、妙高高原で１回やったときには、新井地域では２か所を選

定してっていう、こういう形もあったわけなんですよね。そうしていかないと、結局、新井地域の中で１か所１か所

対等にやっていくと、なかなか市民の、市民に対する広がりっていいますかね、地域に対する広がりっていいますか

ね、この辺のところ、なかなかついていけないなと。それと、以前からも意見あったと思うんですけども、まとめた

ところで、ここでやるからここへ来てくださいっていう、こういう位置づけでいるけども、我々がそこまで出て行き

ますよっていう、この位置付けについての議論もぜひ深めていって欲しいなっていうふうに、私は思っているんです

ね。その辺のところを、広報広聴委員会のこれまでの審議の中で、実際に、意見交換会等やるといったそういう形の

中での委員の皆さんからの意見等々はどのようであったのかなっていうふうに、思いますけども、委員長いかがでし

ょうか。 

○広報広聴委員長（宮﨑淳一） もちろん、地域に出向いてという、議会からの方から、地域に出向くというのが、まず

基本的な考えでということで審議、意見、意見の方がありました。今回、この中で新井地域、新井地域、妙高地域、

妙高高原地域いずれかの地域で１回以上というところで、明記をさせていただいておりますが、その時、時々のです

ね、議会運営並びに調整等が可能な場合、或いは不可能な場合と、いうことも含めた中での今回のマニュアルの概要

の説明の方をさせていただいております。基本的には、妙高市議会、開かれた議会を推進するため、市民に対し開か

れた議会、地域に出向き、小単位での議会報告会、意見交換会というのが今後必要になってくると、いうことで委員

の皆様と委員の方と意見の方を交わしたということにしております。 

○委員長（霜鳥榮之） 他にご意見等ございませんか。横尾委員。 

○委員（横尾祐子） 私も過去に４年ほど、この長をやらしていただいて、皆さん本当に協力していただいたんですが、

今ほどのやはり新井地域、妙高地域、妙高高原地域で、大きなところでやると、同じ人が、２か所も３か所も繋がっ

て、こられて、何とか、小さい意見を言いたい人が言えない場合、場所もあったんですが、やはり、部落っていうか、

小さいところの困った話も聞くことも大事ですし、そういうことも考えて、場所については、またいろいろ地域を、

地域のことを考えた場所、選んでいただきたいなと思います。特に、最近は見ると、個性的な人の意見が多かったり

するのが、多い感じで、回答にもね非常に、委員が何人か４人ぐらい行っても、ベテランの人が、司会の役やられて、

新人の人が回答の役やってる場合は特に、ものすごく大変な面がありますので、その点を、何とか調整、よくしてい

ただきたいと思います。 

○委員長（霜鳥榮之） ありがとうございます。委員長、いかがですか。委員長。 

○広報広聴委員長（宮﨑淳一） これらについてもですね、意見もありました。ですが、しっかりとですね本日、皆様方
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からいただいた意見をまた元にですね、しっかりとこの中身ね、再度調整し、調整、そして全員協議会の方にご報告

のほうを、あわせてさせていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○委員長（霜鳥榮之） はい。ありがとうございました。それでは、ただいまの意見を参考に、委員、委員会内の調整、

精査等を行って、全協で報告いただきたいと思います。それでは次に、続きまして議会運営委員会からの報告という

ことで、ちょっと待って、ちょっと待って、ちょっと失礼しました。はい。すいません。失礼しました。31 ページの

議会報告会、意見交換会についての計画案について報告いただけますか。宮崎委員長。 

○広報広聴委員長（宮﨑淳一） まず議会報告会、意見交換会の計画案について皆様にご報告申し上げます。開催日時、

会場についてでございます。開催地域、妙高高原地域ということで、日時のほうは、７月９日水曜日、午後の６時か

ら７時半ということで、会場については妙高高原メッセ多目的ホール、託児場所として和室を予約の方をさせていた

だいております。概要については、開催方法は、議会運営マニュアルより、議会報告会、意見交換会の開催、内容は、

議会報告会、６月定例会、令和７年当初予算等の内容、それと意見交換会については、のテーマですが、移住定住と

地域コミュニティづくり、になります。形式の方は、議会公開と意見交換会は、同じ机の配置で開催の方をさせてい

ただきたいと思います。参加方法は、事前申し込みが必要となり、当日申し込みも受けるということとしております。

今回定員の方は設けておりません。運営担当については、広報広聴委員、議長、各常任委員会、ということで、全員

議員が対象となります。当日のスケジュールです。まず、17 時から準備打ち合わせ、議会、18 時から議会報告会 30

分程度、18 時 30 分から意見交換会 1 時間程度ということで、グループ形式の形でテーブルを囲み、意見交、市民の

皆様と地域の皆様と意見交換の方をする、させていただきたいと思います。終わり次第後片付けとなりますが、開催

告知、周知方法です。市議会ホームページ、ＬＩＮＥ、報道機関への情報提供等々、記載の通りでございますが、チ

ラシの配布、主要施設でのチラシの掲示設置、区長への周知依頼等々、ですね、こちらについては、全員協議会で計

画案を報告後に周知を行う予定としております。チラシの配布については、広報広聴委員が中心となり、行うという

こととしておりますが、各議員の皆様のご協力を、得ながら進めていけたらなというようなね、お願いでございます。

今後のスケジュールです。全員、全協での計画案を報告し、各種準備のほうさせていただき、議会報告会の報告内容

の作成、各常任委員会で準備の方をしていただき、周知活動というような流れにさせん、なります。以上で議会報告

会、意見交換会についての計画案についての説明を終わります。 

○委員長（霜鳥榮之） フロー図についてはどうします。 

○広報広聴委員長（宮﨑淳一） 続きまして皆さんのお声に対する、対応についてフロー図ということになります。前回

の前々回の皆、議会だよりに、皆さんの声を求めるということで議会だよりに掲載をさせていただきました。その際

は何もフロー図というのは、なかったものですから、ちょっと何て言いますか、ちょっと先走った対応になってしま

いましたが、それに対してのフロー図というのを尽くす、作成をいたしましたのでよろしくお願いします。では、現

在、妙高市議会だよりにおいてフロー図、皆さんの声をお寄せいただきたいという記事を掲載し、市民からご意見、

ご要望等の声を進めておりますが、こちらの受付から回答までの一連の流れにつきましては、広報広聴委員会内で検

討し、資料の通り、フロー図を作成しましたので、委員の皆様と情報共有を図りたいものでございます。それでは資

料をご覧いただきたいと思います。上段から、まず皆さんの声を受け付けたなと、後議長から確認をいただくととも

に、広報広聴員、広報広聴委員に内容を周知をさせていただきます。次に回答素案を事務局で作成し、広報広聴委員

会で回答判断と回答案の確認、修正を行います。その後、左のルート、左のルートですね、回答すると判断した場合

は、全議員へ、皆さんの声の周知とその回答案の確認、意見をメールで依頼をさせていただき、議員から意見がなけ

れば、そのまま議長名で、相手へ回答するものとし、議員から意見があった場合は、それを踏まえ、広報広聴委員会

で回答案を修正し、相手への回答するものとし、最後に、全議員へメールで報告、完了となります。次に、フロー図

の中段に戻りまして、判断基準により、右ルートの回答できないと判断した場合については、その理由をつけて、相
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手へ回答し、全議員へメールで確認させていただきたいと思います。いただきます。なお、受付から回答までの期限

については、２週間を目途としたいと考えております。これは行政手続法の観点から、妙高市の取り扱いを考慮して、

概ね２週間と判断したものでございます。最後に、今後、市議会だよりを通じて市民から寄せられた意見等につきま

しては、このフロー図に沿って対応したいと考えておりますので、議員の皆様から、もうご理解、ご協力のほど、何

卒よろしくお願いします。以上、皆さんの声を寄せくださいへの回答に対するフロー図の作成、説明等をさせていた

だきます。委員の皆様、よろしくお願いいたします。 

委員長（霜鳥榮之） ありがとうございました。ただいま、２件についての説明がございました。これに対する皆さん、

ご意見等いかがですか。はい。渡辺能成委員。 

委員（渡辺能成） このフロー図の方でちょっと確認させてもらいたいんですけど、今回も全議員共有されていますが、

何か問い合わせのごみの関係から、市の方に情報共有、議会で回答できない内容は、市の方に情報共有されてると思

うんですけど、基本的にというか、このフロー図の中でその行為が書かれていないんではないかなと、思ったのが１

つ。あともう１つ、もう本当に開かれた議会とかって、それを打ち出しているわけですけども、本当に議会としての

回答の文章に関して、何か本当に冷たいというか、もう当たり前、前向きに検討して参りますとか、市の一般質問の

回答みたいなものは、本当にすべきじゃないと思っていて、市民がせっかく、議会を頼って、そういう意見を聞いて

いただきたくて、出してもらってるんですから、本当にうちで答えられないやつは、市と調整して、その前向きな回

答をしてあげるとか、本当にそのあたりも、しっかり、考えるべきだなというふうに私は思います。以上です。 

委員長（霜鳥榮之） 議長。 

議長（小嶋正彰） 私もですね、この二元代表制という議会の中で、できることと、できないことがある。例えば、予算

を伴うことだとか、事業についてもですね、それを議会としてですね、こういうふうにしますとかっていう回答がで

きないのは、当然のことでありますよね。したがいまして、今ほど渡邉委員からありましたように、こういう、その

意見を下さるかたって、本当に妙高市を良くしたい、こういうふうになると、もっと市民のためになるという、前向

きな気持ちでご提案をしていただいているわけですので、やはりそれには真摯に対応しなきゃいけないっていうふ

うに思っています。従いまして、このできることできないことがあるんですけれども、それは、回答は回答として、

さらに私は、議会の持つ調査権、或いは政策提言、条例制定、こういった議会の持つ権限を駆使してですね、市民の

皆さんの声にこたえることが必要だろう、いうふうに思ってます。単に回答するだけじゃなくてですね。それから先、

したがいまして、今回のゴミ例を取り上げればですね、本当に実際、そういうような資源ごみの取り扱いがなされて

いるのか、そして、それが市民、市民の皆さんに、良かったねと思っていただいて、ものなのかどうか、まず、調査

をする。そして、改善すべき点があれば、いろんな形でですね、一般質問なり、いろんな形でですね委員会質疑でも

結構ですし、所管事務調査でもいいですし、そういうことにつなげていく必要がある。というふうに思っております。

回答は、行政手続法だとかいろんなところでですね、２ヶ月も３ヶ月も引っ張るわけにいきませんので、回答は回答

としてさせていただいて、その後さらに、委員会等でですね、深掘りをしていただきたい。それが議会の役目ではな

いかなというふうに思っておりますんで、その辺もご理解いただければありがたいなというふうに思っております。 

○委員長（霜鳥榮之） 渡部道宏委員。 

○委員（渡部道宏） 今渡邉能成議員が言ってるのもわかりますし、議長の言われてることもわかるので、議長が今おっ

しゃったことを、それ書けばいいんじゃないかなと思うんですよね。これから、だから調査権を使って調査をしてい

って委員会等につなげていきますとかって、これから先の動きを書いてあげれば、より親切だし、その人も納得する

んじゃないかと。ただ、前向きに検討だけじゃなくて、検討って何するのって言ったときに、議長おっしゃったよう

なことをちょっと付記してやるだけでも、その人は納得してくれるのかなと思っております。あと１点ですね、この

フロー図せっかくだったので、一番最後に、て言いますかね、広報広聴委員会で、例えば、全協へかけた後、意見が
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あると、議員さんから意見があったというときは、広報広聴委員会で回答案の修正ってなってるんで、これ、議長の

確認だけなんですけども、意見あった議員の確認もここ入れたほうがいいんじゃないかなと思うんですよね。せっか

く意見出してくださったんだから、その議員の確認もとって、こんな感じなんですけど。それで最終的には議長が、

それでゴーサインに出すか、それがその表現を削るか、それ最終的は議長が決めることなんですけども、出してくだ

さった議員さんにも、ちょっとここにちょっとだけ、議長点、意見を出してくれた議員への確認というのを、ちょっ

と入れてもらうと、より良いのかなと思いました。 

○委員長（霜鳥榮之） 横尾委員。 

○委員（横尾祐子） 今ほどの広報広聴委員の説明での、市民からの声ですね、先日議長とここでちょうど私、用事でお

会いしたときにそのお話を聞いて、部門としたら、産業厚生委員会で所管課事務調査でもやったらいいんじゃないか

なと思っています。ただ、本当に、私も高柳のごみ処理場は、しょっちゅう利用してるもんですから、その方の、も

うタオルなんないでも、ぐるっと回ってまた後ろに並んでっていうのは、非常にちょっとかわいそうかなっていう気

持ちもありますので、そういう思いも、もし現場に行ったときには、私も利用する多い方の、市民の方なので、お気

持ちもわかりますし、取り上げて、皆さんと現場を見て、また、新たなる回答ができるような形にしたいと思ってお

ります。 

○委員長（霜鳥榮之） 他にいかがですか。いいですか。渡部道宏委員。 

○副委員長（渡部道宏） この報告会意見交換会についてなんですけど、１時間半で全部やっつけちゃうっていうか何か、

このやっつけ感がすごく感じるんですよね。30 分で各委員長から報告してね議会の全体を報告してってやつを 30 分

で終わらして、市民から意見をすべて報告会に対してもらって、でなければ 30 分で終わらして、そのあとまた残り

の１時間で意見交換会、昨年の意見交換会の中でも、やっぱり時間が足りなくて、意見出したくても、何かものすご

く盛り上がってきたときに終わっちゃったっていうのが何となくおれ、イメージ的に残ってるんですよね。本来だっ

たらば、昨年はチーム分けを何回かね、こうしながら、これ１回目のチームでやれ、馴染んできたところに、またチ

ーム替えがあるんですよね。このチーム替えやってそこでまた話してて馴染んできたところで、はい終わりですよみ

たいな話になっちゃったので、できればこの基準としてはこの時間なんですけども、終わりの時間っていうのは、も

う少し延長可能なような会場のとり方をしていただくとか、もう少しこの意見交換で市民から意見を引き出せるよ

う、乗ってきたときに意見をもらえるというような、雰囲気を使って、作っていただければなと思うんですよね。き

っちり、もう６時半で終わり、片付けって話になっちゃうと、出したくても出せないっていうのが何となく見えてく

るので、できれば、基本は基本ですね、意見が出尽くしたなと思ったらそこではい、終わりにすればいいんですけど

も、もう少し出したいな、乗ってきたなっていうのを大事にしていただくような意見交換会を考えていただければと

思うんですがいかがでしょうか。 

○委員長（霜鳥榮之） 宮崎委員長。 

○広報広聴委員長（宮﨑淳一） 今回ですね、さ、概ね議会報告、議会報告について 30 分ぐらい、程度というふうにさ

せていただいておりますが、あの、次意見交換会についてはですね、各グループでテーブルでつきますが、今回なん

ていいますか、席替えといいますか、席替えというのは今回ちょっと、設けないで、そのグループ内で１時間という

のを、お話、意見交換をしていただくということで考えております。その中で、そのグループの中で発表を通してい

ただき、１時間という、わずかな時間ですが、その中でいろんな意見、導き出していただいて、より活発なその場が

作れれば、いいのかなというふうに、私ども、私の方では考えておりますが、皆様いかがでしょうか。 

○委員長（霜鳥榮之） 他にどうですか。はい。それぞれにありがとうございました。今委員長からもありましたけども、

委員からの意見そのものを、今後に踏まえた形でもって発展させていくような、委員会審議をまた続けていただい

て、大いに参考にさしていただければというふうに思っております。ここではそんなに審議深めなくても、という位
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置付けかということでもって、今後に生かしていただきたいというふうに思います。時間の関係もありますので、こ

の件については、この程度にしておきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（霜鳥榮之） そのように広報広聴委員会の皆さんによろしくお願いしたいというふうに思います。続きまして、

議会運営委員会からの報告ということで、まず、議会事務局、事務局から、議会運営マニュアル、議会運営等の改正

案について説明をお願いいたします。事務局長。 

○事務局長（横田晃悦） 私の方から説明させていただきます。資料につきましては、33 ページから 39 ページまでとな

っております。今回の改正につきましては、新たな部分というのはありません。先の全協においてもですね、運用先

行して、後日まとめて見直しをさせていただくと、ご説明させた内容とかですね、すでに以前から、実際行っている

実際の運用と、会議規則等々、整合が取れていないという部分を対象としております。かいつまんで、ちょっと簡単

に説明させていただきたいと思います。まず 33 ページ第１章総則の括弧にですね、議会の招集、こちらの方につき

ましては、もうすでにファックスを使用していないことからですね。それとまた招集日、50 日前の会議日割り表案

の通知を現状の取り扱い、流れに、文言修正を行うものでございます。続きまして、第２章議案の（２）議案のタブ

レットにつきましては同様に、現状の流れに合わせて文言の修正を行うものとなっております。第６章の議事（２）

人事案件の方につきましては、先の 12 月議会前の全協でもご説明いたしましたが、杉野沢財産区管理委員会が、こ

ちらの方、入っておりませんでしたので、追加するものでございます。あわせまして、冒頭に原則と加えた理由につ

きましては、任期の関係で、通常ですと、最終日が人事案件ですが、定例会初日でも、可能性、可能性があるという

ことを踏まえて原則と入れさせていただいております。次 34 ページの５－１質疑、委員会付託案件、こちらにつき

ましては、令和６年の３月定例会、先の３月定例会から総括質疑のやり方を、一括質疑方式から再質疑再々質疑を一

問一答方式としたことに伴う文言等の加筆だとか修正でございます。35 ページの（６）委員長報告も、これにつき

ましては、過去の議会側全協の会議録の確認を踏まえて、原則３月及び９月定例会における最終日に予算決算に伴う

委員長報告を行わないと、具体的な範囲を明確化させていただいたものでございます。その下の７の討論、８の表決、

36 ページの第７章発言の（１）一般質問は、実際の運営や会議規則等を見直した、踏まえた見直しでございます。特

に（１）の一般質問につきましては議運で承認、全協で報告させていただきまして、昨年 12 月定例会から実施して

いる、締め切りの変更となります。36 ページ 37 ページにかけての（４）説明員の出席につきましては、文言の加筆

のほか、付託案件のある課長等が止むを得ない理由ですね、出席できないとき、説明員の指定と委員長並びに委員へ

の周知についてを明確化したものでございます。37 ページの第 10 章請願陳情等の請願（１）、（２）陳情、（３）要

請につきましては、レターケース配布からタブレットを掲載としたことに伴う文言修正でございます。14 ページ 38

ページの第 14 章その他の全員協議会につきましては、今年度から公平委員会がなくなったことから削除するもので

ございます。あとですね、39 ページ、こちらの方は、④の 25 ページ 26 ページにフローがありますが、そのフロー

の中のそれぞれの文言修正を行うものであります。もとご説明させていただきましては今回の見直しは新たに改正

する内容ということではなくて、すでに行っている運用にマニュアルを見直す、明確化することを目的としたもので

ございます。以上です。 

○委員長（霜鳥榮之） 改正点、或いはもうすでに改正してあるけど文言の整理、こういうことでもってただいま報告を

いただきました。ただいまの説明に対して、突然ですが、いうことなんですけど、お気づきの点、或いは何らかのご

意見等ありましたら、お願いしたいと思います。暫時休憩いたします。 

休  憩  １１時２０分 

再  開  １１時２０分 

○委員長（霜鳥榮之） それでは休憩を解いて会議を続けます。 
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この内容は、６月議会定例会の前全協で、私のほうから、全議員に簡略に説明をさせていただきます。その後、議

長採決を経て、改正させていただきますので、お願いをいたします。続きまして、総括質疑の会派代表質問について、

私の方から若干説明をさしていただきます。昨年実施いたしました議会運営、議会運営の見直しアンケートでの総括

質疑における、会派制は無所属議員の発言を制約するため、検討を要するとのご意見を踏まえ、議運で協議を行い、

９月 26 日の全協において、私の方から構成替えの来年夏までに結論を出す方向と説明をさせていただいております。

その際、議員の発言権はあるものの、令和５年９月から議会運営を大きく見直した経緯等を踏まえる必要がある、と

の発言もさせていただきました。過去の議事録を確認すると、選挙後の議運、全協において、令和５年９月定例会に

限っては、会派無所属の議員についても、通告があれば例外で、今回だけは認める取り扱いをする、ということで議

運で承認を受け、全協で意見を伺いながら進めてきた経緯もあります。あわせて、令和５年９月定例会の議会運営の

大きな見直しが、本会議での審議から委員会での審議に重点を置くこと、また、会派に主軸を置き、議会運営を進め

る方向であったとの経緯もあります。このような経緯を踏まえて、皆さんのご意見を伺いたいものでありますが、い

かがでしょうか。いうことです。暫時休憩します。 

休  憩  １１時２２分 

再  開  １１時２９分 

○委員長（霜鳥榮之） 休憩を解いて会議を続けます。それでは、現状の中でもって無会派の人についても、それぞれ研

究しながら、方法論を考えて対応していっていただきたいと、で、見直しそのものについては、執行部の関係もあっ

て、時間もあるので、見直しすることはできないと。見直しをするとすれば、一期４年を契機にしながら、検討して

いくと。どうしてもやらなきゃいけないってことじゃないんですけどね、必要に応じてっていうことであります。最

終的には、４年の間をひとスパンという形の中でもって、皆さんからいろいろと研究しといていただいて、現状を、

でとうしてくと、いうことで確認をさせていただきます。それをちょっと今私が勝手にしゃべって、勝手にっていう

か文章的でないんで、わかりづらい形なんですが、文章にまとめて当日報告させていただきます。続きまして、②の

執行部側からの報告事項について事務局から説明いただきたいと思います。事務局長。 

○事務局長（横田晃悦） ではご説明いたします。まずですねこちらの方、提案のちょっと一部修正をお願いします。妙

高市開発行為の指導に関するっていうふうになっておりますが、指導ではなくて、手続きに関する条例案及び妙高市

都市計画法に基づく開発許可の基準に関する条例案についてということで、指導を手続きに訂正をお願いしたいと

思います。記載内容につきましては、こちらの方９月議会で上程を予定しております、開発の関係ですね、これまで

も話題に上がってきておりますが、開発規制関係の条例案の概要について説明をさせていただきたいと、いうことが

報告事項となります。以上です。 

○委員長（霜鳥榮之） 今説明がありましたけども、これについて何かございますか。よろしいですか。 

○議長（小嶋正彰） 質疑ありでいいんですか。 

○事務局長（横田晃悦） 質疑ありです。 

                                                     

３）その他議会運営について 

○委員長（霜鳥榮之） 特段ないようでございますので、次に３）その他の議会運営についてです。①と②を一括説明を

願いたいと思います。事務局長。 

○事務局長（横田晃悦） 資料につきましては、レジメ４ページ上段になります。①各常任委員会における管内調査の日

程確認についてでございます。管内調査の日程につきましては、各常任委員会に諮る必要があるということから、６

月９日月曜日、議会初日ですね、に調査日を決定していただき、事務事務局まで連絡をお願いしたいと思います。な

お、議会運営マニュアルにおきましては、管内調査６月定例会閉会から９月定例会開会までの間の実施を基本として
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おりますが、今回、構成替えが８月に予定されております。７月中に絞られて参りますのでよろしくお願いします。

また、閉会中に行うため、先ほどご説明させていただきましたが、今回の６月定例会の委員会で管内調査を行うこと

を議決していただき、開催日程については、議長に申し出を行い、本会議の最終日で議決と、いうことが例となりま

すのでよろしくお願いいたします。②は永年勤続表彰の祝賀会についてでございます。昨年度につきましては、被表

彰者がおりませんでしたが、今年度は、冒頭ご説明した通りですね。霜鳥議員と宮澤議員の２名の方が表彰となりま

す。つきましては、議会最終日の 27 日の午後６時からロッテアライリゾートを会場に、執行部から市長、副市長、

総務課長を招いてですね出席する、実施する予定でありますので、あらかじめご予定をお願いいたします。なお、詳

細につきましては、担当幹事の５月から７月の島田議員と今田議員と、事務局で詰めまして、おってバスの配車や、

時間等をお知らせいたしますので、よろしくお願いします。こちらにつきましては、議員クラブ行事ということとな

ります。以上となります。 

○委員長（霜鳥榮之） ただいまの説明について、何かございますか。あの、えっと、管内視察の関係もありますけど委

員長さん、それぞれよろしいでしょうか。 

〔「よし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（霜鳥榮之） そのようにお願いをいたします。 

                                                     

４）その他 

○委員長（霜鳥榮之） その他でございますが、皆さんのところで何かございますか。特段よろしいでしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（霜鳥榮之） それでは以上をもちまして、議会運営委員会を閉会といたします。長時間、ご苦労さまでござい

ました。ありがとうました。 

 

 

 

閉 会  午前１１時３４分 

 

 


